
第９章 雑草の調査 

――― 枠法による方法 ――― 

ねらい 

1）雑草の調査を通してその生活を理解させる。 

2）雑草観察における数量的な取扱いを学ばせる。 

 

準 備 

1）調査予定地にみられるおもな雑草について、その特徴と名前を事前に学習しておく。表3は大

阪市住吉区苅田で観察されたおもな雑草である。 

2）一辺1ｍの方形の木枠。長さ1ｍ余りの木の棒を組み合わせて作る。 

 （図1）。同時に多人数で行う場合は、木枠の代わりに4本の棒と4ｍ余りのひも（たとえば15

ｃｍのくぎとたこ糸）で囲んだ一時的な方形枠を用いることができる。 

3）巻尺、記録用筆記具。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



方 法 

1）調査区域全体の見取図を作る。 

3）方形枠（雑草が密生している場合は 50ｃｍ四方のもの）を区域内で偏りのないようにして 10

ヶ所設定する。この場合無作意に設定する方法と、一定間隔毎に規則的に設定する方法とがあ

る。はじめての調査では、規則的に設定するほうが簡便である。 

3）調査項目と要領。表1参考。 

 ａ）植物で覆われている地表の割合（植被率）。枠面積に対するパーセントをつぎの階級値にす

る。ごくわずか（0.04）、5％以下（0.2）、25％以下（1）、50％以下（2）、75％以下（3）、それ

以上（4）。 

ｂ）それぞれの植物種が地表を覆っている割合（被度）。被植率と同じ要領で階級値とする。 

ｃ）それぞれの植物種の出現本数（密度）。地上部の本数で記録する。 

ｄ）高さ。 

ｅ）それぞれの植物種が出現した枠の割合（頻度）。設定した枠数に対するパーセント。 

４）記録の一覧表を作る。表2参考。 

 ａ）各植物ごとの調査項目について、調査区全体の平均値を計算する。 

ｂ）積算優占度を求める。各調査項目について、最も大きい値の植物種を 100 として、他の種

類の相対値を求める。つぎに各植物種について、各調査項目の相対値の平均値を求め、優占

度とする。その値が最も大きい種を優占順位 1 位とする。以下観察された植物種の順位を決

める。 

 

まとめ 

 雑草の生活のしかたを理解するため、一年草か多年草かによって分ける。とくに優占順位の上

位がどちらであるかを調べることは重要である。裸地になってから年月の浅いところでは一年



生の植物が優占している。 

 

指導上の留意点 

1）除草しないで放置されているような調査に適した場所は少ないし、また、面積も限られている

ことが多い。場所が確保できないと思われる場合、あらかじめ校庭の隅などに定置枠を設けて

おくとよい。 

2）植被率や被度の調査では、初心者は少しとまどうので、指導者が適時提 

 示するとよい。 

3）雑草調査では、種類が同じか別かを見分けさせることが大切である。調査を始めてから名前が

わからない種類が出てきたら、とりあえず仮の記号か番号をつけて記録させておく。 

 

学習の発展 

 在来の雑草か帰化雑草かにより観察した植物を分け、帰化植物率を求める。 

     （帰化植物の種類数／観察種類数）×１００（％） 

優占度によって求めることもできる。 

     （帰化植物の優占度の合計／優占度の総合計）×１００（％） 

一般に都市化が進むにつれて帰化植物率が高くなる。 
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